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令和６年度「志教育」実践事例                                   様式３  

宮城県築館高等学校 

 

志教育の 

視点 
かかわる ・ もとめる ・ はたす 

 

活動名 築高ボランティア【有志生徒による地域貢献活動】 

日本一住みやすい街「くりはら」プロジェクト【２・３学年 総合的な探究の時間】 

教科・領域等 総合的な探究の時間 

活動学年等 全学年 

ねらい キャリアガイダンス：ライフプランニングを見据え、人生の大先輩から、学ぶこと・働く事・生き方

という大きなテーマについて学ぶ。 

くりはらプロジェクト：地域に愛着を持ち、課題解決能力の高い人材の育成を目指す。また、様々な企

画を通じ地域・人材と緊密な連携を図りながら職業観を身につけさせ、郷土を

愛し地域とつながる意欲にあふれる人材の育成を目指す。 

 

【実践内容】 

実践事例①「地域貢献プロジェクト」（ボランティア活動） 

１ 主旨・目的 

築館高校は10年以上にわたり、全校生徒が部員である「築高ボランティア部」の活動を奨励してきました。ボラ

ンティアを特別な活動と考えず、常に身近にあるものとして捉え、要請に応じ自ら進んで参加することで、「自分も

誰かのために何かをした」と実感できる経験を積むことができます。今年度より「部」としての活動ではなく、生

徒一人ひとりの自主的・主体的活動として発展的に部活動の括りを解消し、「人のためプロジェクト地域貢献活動」

の新名称のもと、ボランティア活動に邁進しています。これは、生徒たちの自己有用感・自己肯定感を高める活動

であるだけでなく、地域貢献という重要なテーマに向き合う契機としても、たいへん意義深い活動として位置づけ

られています。 

２ 日 時  地域からの要請に応じ随時  

 

３ 場 所  栗原市内各所 

 

４ 対 象（令和６年度実績） ・依頼件数：30件  ・参加生徒数：467名（延べ） 

 

５ 内 容（抜粋） 

 （１）地域（伝統）行事への参加 

    築館薬師まつり・築館七夕まつり・栗原ローカルコーヒーフェスティバル 等 

  

ペーパーフラワー作成                          夏まつり装飾 
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 （２）近隣小学校サマースクール学習支援・同吹奏楽交流会・同書道教室講師 

  

近隣小学校でのサマースクール学習支援 

（３）その他（防犯キャンペーン・交通安全運動・地域青年文化祭・子ども食堂運営など） 

  

交通安全運動                   子ども食堂運営補助 

 

 

実践事例② ２学年 「日本一住みやすい街『くりはら』プロジェクト202４」 

（１）令和６年 4/10(水) ○探究理解～探究活動の必要性と探究プロセスの全体像をつかむ 

（２）令和６年 5/1(水)・5/15(水) ○ライフプラン～自分の進路を考える【進路選択・職業理解】（計２時間） 

（３）令和６年 5/22(水)・5/29(水) ○くりはらプロジェクト OR・希望調査・チーム編成（計２時間） 

（４）令和６年 6/5(水)・6/12(水)・6/19(水)・7/10(水)・8/28(水)  

○プロジェクト課題設定・情報収集・データ分析・課題再設定等（計５時間） 
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（５）令和６年 6/26(水)・7/3(水)  ■基調講演「栗原市の現状と未来」（計３時間［講演２・振り返り１］） 

講師（栗原市長） 

  ・地方移住のランキングで全国１位で輝く栗原市の魅力と現在及び今後の課題・未来のヴィジョンについて市長が

講演し、生徒へのエールをいただく。 

（６）令和６年 9/4(水)（準備）・9/11(水)（分野別講話）・（振り返り）各自  

  ■分野別講話  講師（栗原市役所各課・室担当者 その他）（計２時間） 

・地域課題７分野の現状・変遷・要因・見通しなどについてレクチャーいただく。 

（７）令和６年 10/2(水)FW 準備・10/9(水)FW 準備・10/16(水)FW 準備・（振り返り）各自 

  ○くりはら P～フィールドワークに向けての情報収集・整理分析・事前確認（計３時間） 

（８）令和６年 10/23(水) ■フィールドワーク 探究分野別に施設・事業所等を訪問（４時間） 

（９）令和６年 10/30(水)・11/6(水) 〇分野別発表準備～分野別発表に向けての情報整理・発表準備（計２時間） 

（10）令和６年 11/13(水)分野別発表①・1/22(水)分野別発表②（市担当者への発表） 

 ■分野別発表①～同一分野内での各チームの中間発表（３時間） 

■分野別発表②～市担当者への中間発表（計１時間）  外部指導者（栗原市役所各課・室担当者 その他） 

（11）令和６年・７年 11/27(水)・12/4(水)・12/18(水)・1/8(水) ・1/22(水)・2/5(水) ・2/12(水) 

 →          ○発表振り返り～再検討～全体発表準備～市担当者への模擬発表（計７時間） 

 →          ○個人探究開始～課題設定・情報収集・データ分析・FW（必要に応じて）・発表準備 

（12）令和７年 2/26(水)（リハーサル）・3/18(水)（成果発表会） 

■くりはらプロジェクト２０２４成果発表・振り返り（計５時間） 

外部指導者：市長・市議会議員・栗原市役所各課・室担当者・地域連携支援委員 

   

(5) (8) 
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